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北陸技術交流テクノフェア 2019 開催報告 

開 催 ⽇︓ 2019 年 10 ⽉ 24 ⽇（⽊）〜25 ⽇（⾦） 

開催場所︓ 福井県産業会館 （福井県福井市下六条町 103） 

主  催︓ 技術交流テクノフェア実⾏委員会 

         福井商⼯会議所、北陸電⼒株式会社、北陸経済連合会、⼀般財団法⼈ 北陸産業活性化センター 他 

内  容︓ 
 実⾏委員会の⼀員として、同フェアの企画・運営に参画するとともに、当⽇は、当財団の概要や 2017 年度採択分 

のＲ＆Ｄ推進・研究助成事業の成果概要等について、パネルや成果品の実演などにより紹介するとともに商談を実施 

しました。 

 
 
 

富⼭県ものづくり総合⾒本市 2019（T-Messe） 開催報告 

開 催 ⽇︓ 2019 年 10 ⽉ 31 ⽇（⽊）〜11 ⽉ 2 ⽇（⼟） 

開催場所︓ 富⼭産業展⽰館 [テクノホール] （富⼭県富⼭市友杉 1682） 

主  催︓ 富⼭県ものづくり総合⾒本市実⾏委員会 

内  容︓ 
 北陸経済連合会と共同で出展し、当財団の概要や 2017 年度採択分のＲ＆Ｄ推進・研究助成事業の成果概要等に 

ついて、パネルや成果品の実演などにより紹介するとともに商談を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

活動報告 2019.8〜2020.2 
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北陸産業活性化フォーラム 開催報告 

開 催 ⽇︓ 2019 年 10 ⽉ 8 ⽇（⽕） 

開催場所︓ ◆講演・意⾒交換   ⽯川ハイテク交流センター A 会議室      (⽯川県能美市旭台 2-1） 
◆施設⾒学      北陸先端科学技術⼤学院⼤学［JAIST］  （⽯川県能美市旭台 1-1） 

主  催︓ ⼀般財団法⼈ 北陸産業活性化センター 

共  催︓ ＮＰＯ法⼈ 北陸ライフケアクラスター研究会  ほくりく環境・バイオマス研究会 
      北陸マイクロナノプロセス研究会        ほくりく先端複合材研究会       北陸経済連合会 

参加⼈数︓ 59 名 

内  容︓ 

◆第Ⅰ部[基調講演]︓ナノ電⼦機械システム（NEMS）を作製する材料として、近年注⽬されている『原⼦層材料グラフ

ェン』。従来の半導体センサでは検出不可能な濃度≲ppb レベルの⽣体ガス(⽪膚から放散されるガス)や室内環境ガス

を検出する先端センサと低温(<200℃)の熱を制御する新技術に関する現状と将来展望について、JAIST の⽔⽥先⽣に

ご講演いただきました。 

◆第Ⅱ部[施設⾒学・意⾒交換]︓JAIST の最先端の設備や装置を学外の⽅が利⽤できる制度について、⼤⽊先⽣にご紹

介いただき、実際にその設備・装置等を⾒学させていただきました。 

＜第Ⅰ部 基調講演＞ 

講師︓⽔⽥   博 ⽒  (北陸先端科学技術⼤学院⼤学 卓越教授） 

演題︓『グラフェンナノデバイスによる超⾼感度環境・⽣体ガスセンシング技術と熱制御技術の現状と展望』 

 

 
皆さま、こんにちは。私は 2011 年から JAIST で研究室

を構えており、現在はグラフェンという原⼦層材料を使っ

た研究を⾏っています。私はどちらかというとデバイス応

⽤の研究者です。いろんな応⽤をやっていますが、今⽇は

「センサーのお話」と「熱を制御する新しいアプローチ」

の⼆つに絞って紹介します。 

その前に、私⾃⾝のことを少しお話ししたいと思います。

1985 年に⽇⽴中央研究所に⼊り、3 年⽬にイギリスに⾏

きました。当時はまだバブルがはじける前で、⽇本の電機

業界は⾮常に元気がありました。⾏った先はケンブリッジ

⼤学物理学部キャベンディッシュ研究所という⾮常に歴

史ある研究所で、そのビルの⼀⾓を借りて⽇⽴の研究所を

⽴ち上げました。去年退官された名古屋⼤学の中⾥先⽣が

初代所⻑、私が⼆代⽬所⻑でした。 

その後いったん中央研究所に戻り、開発の仕事を 5 年く

らいした後、ラボラトリーマネジャーという⽴場でもう⼀

度イギリスに⾏き、7 年やらせてもらいました。 

半導体の新技術で、1 個の電⼦を使って集積回路やメモ

リを作る研究などをやっていました。当時⽇本企業として

は初めてエスプリというヨーロッパのプロジェクトに⼊

れていただき、ネットワークができました。評判もいただ

きましたが、同時にヨーロッパから⾒ると⽇本の企業にキ

ャッシュを初めて流すということで、かなり批判的な記事

も出ました。フランスの新聞では痛烈にやり⽟に挙げられ

たりもしました。こういった環境で、⽇⽴の半導体メモリ

の次世代の製品開発を直前までやった上で、理由があって

⽇⽴をやめました。その後、縁があって東京⼯業⼤学に職

をいただき助教授として 3 年半仕事をしました。 
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この頃、南の海岸のサウサンプトン⼤学で⼤⽕事があっ

たと、イギリスの同僚から連絡がありました。私がケンブ

リッジにいる時にお世話になった先⽣がいる⼤学ですが、

そこのクリーンルームのある⼤きな研究センターが全部

燃えたと。⼤変だなと思っていましたら、しばらくして研

究センターの⽴て直しに来てくれないかと⾔われました。

ずいぶん考えましたけど、結局もう⼀度イギリスに⾏って

その仕事をやることになりました。 

イギリスの⼤学は保険⾦ががっぽり⼊る仕組みになっ

ており、約 240 億円かけて新しい研究センターが建てられ

ました。私は新センターの設計の段階から携わっていたの

ですが、このお⾦の 7 割は保険⾦です。イギリスの国⽴⼤

学はかなり⾃⽴していて、何かあった時⾃活するために保

険⾦をいっぱいかけています。あとの 3 割は⼤学が⾃前で

出しました。 

ここでは、⼗数名の先⽣が⼀緒に研究しているナノテク

ノロジーのグループのヘッドをやっていました。いろんな

先⽣とコラボできて、⾮常にいい経験になりました。 

ずっとイギリスにいるつもりでしたが、個⼈的な事情で

⽇本に帰ることになり、JAIST(北陸先端科学技術⼤学院⼤

学)に職を得て、しばらくサウサンプトン⼤学と兼務しな

がら⽇英を往復していました。古巣ケンブリッジでも客員

のポジションをいただき、息⼦がそこで博⼠課程に在籍し

ていることもあって、顔を⾒に⾏く意味でも時々ケンブリ

ッジに⾏っています。 

私の研究室は現在 20 名ちょっとの体制です。半分以上

は外国の⽅です。JAIST は全体的に海外の留学⽣が多いの

ですが、その中でも特に外国の⽅が多い研究室です。 

JAIST 内ではエクセレントコアという研究拠点を組ん

でおり、⾼村先⽣のバイオセンサーのグループや下⽥先

⽣・増⽥先⽣の超微細加⼯・液体プロセスのチームと組ん

で、⼀桁のナノを表すシングルナノという 10 ナノメート

ル未満の領域を対象とする技術で機能デバイスを作って

いく研究をやっております。 

今⽇はグラフェンという原⼦層材料を使った研究の話

をします。グラフェンとは、積層材料であるグラファイト、

これは鉛筆の芯の材料としておなじみの⿊鉛のことです

が、この層になっている炭素原⼦のシートを⼀枚だけ剥い

だものです。私の研究では、グラフェンで NEMS(Nano 

Electro Mechanical Systems）というデバイスを作ってい

ます。MEMS(Micro Electro Mechanical Systems)という

⾔葉はご存知の⽅も多いと思いますが、⾝の回りに MEMS

はたくさんあります。例えばスマホが回転すると⾃動的に

絵が回りますが、あれは MEMS の加速度センサーで重⼒

を検出して動いています。他にも、⾃動⾞では衝突の瞬間

に負の加速度がかかってエアバッグが出るとか、MEMS は

たくさん⽣活の中にあるのです。 

MEMS に対して、私の NEMS はナノ、⾮常に⼩さいス

ケールで作ることを専⾨にしています。しかも材料をグラ

フェンとしている点が特徴です。今⽇は簡単にその技術を

紹介した上で、主として超⾼感度環境・⽣体ガスセンシン

グの話を、その後、熱の制御への応⽤の話をします。例え

るなら、⽝の嗅覚に匹敵する超⾼感度のセンサーをグラフ

ェンで作れないかという研究が⼀つ。もう⼀つは、皆さん

の⾝の回りにある低温廃熱と呼ばれほとんど捨てられて

いる 100℃〜200℃の熱を拾って応⽤することができない

かという研究です。 

では、まずグラフェン NEMS 技術の話をします。先ほど

話したように、グラファイトは層状物質です。⾯内は⾮常

に強固に sp2 結合していますが、層と層の間はファンデル

ワールス⼒で弱く繋がっているだけなので簡単に剥がす

ことができます。2004 年にイギリスのマンチェスター⼤

学の Geim 先⽣と Novoselov 先⽣が初めて発⾒し、⾮常

に優れた特性を持つことも分かって 2010 年にノーベル物

理学賞を受賞されました。グラファイトにセロテープを貼

っては剥がすことで、簡単にグラフェンが得られます。実

際、この⼆⼈の先⽣⽅はセロテープで取り出したグラフェ

ンでデバイスを作って、ノーベル賞を受賞されたのです。 

セロテープをグラファイトの表⾯にくっつけて剥がす

と、何百層とか、何千層くっついている訳ですが、それを

何度もくっつけて剥がしてを繰り返して、もういいかなと

思った頃にゆっくりこすって剥がしてやると、セロテープ

の表⾯に１層とか２層のグラフェンが取れます。これは全

くのローテクノロジーで始まった実験、研究です。ノーベ

ル賞を受賞したお⼆⼈はこれが上⼿で、私たちはどのセロ

テープが⼀番いいか、実際にどれをこすって剥がしている

か、マンチェスター⼤学まで⾏って、やっているところを

⾒せてもらって習っていました。我々はこれを“Geim 詣で”

と⾔っていました。 

グラフェンは上から⾒るとハチの巣構造をしており、⾯
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内は⾮常に強いです。20％くらい引き伸ばしても弾性的に

ちゃんと元に戻ります。同時に⾮常によく熱を通します。

また、ノーベル物理学賞が出たのはここですが、この中を

動く電⼦が⾮常に速い。室温でモビリティが１万 5000 

cm2/V・sec ぐらい出ます。コンピューターに⼊っている

シリコンでは、純粋なシリコンでも 1500 cm2/V・sec 程

度、実際に使っている不純物が⼊ったものですと 200〜

300 cm2/V・sec ですが、それと⽐較しても⾼い移動度が

出ます。また、化学的に sp2 結合でダングリングボンドの

無い状態なので⾮常に安定しています。さらに、⼀層で取

り出した場合、バルクがなく全て表⾯となるため、センサ

ーへの応⽤が多分すごくいいと最初から皆気付いていま

した。グラフェンが出た当初、シリコンを全てグラフェン

に置き換えれば超⾼速トランジスタができるのではと皆

歓喜したのですが、実際に作るとほぼ無理だということが

分かりました。なぜかというと、トランジスタには、電流

がすごく流れるオン状態と流れないオフ状態が必要なの

ですが、グラフェンにはオフがない。これは、シリコンの

ようなバンドギャップがなくて、円錐形のバンドが頂点で

接するようなところで電⼦とホールが切り替わるという、

グラフェンの特異なバンド構造が原因ですが、電流はある

ところまで減っても、また上がってしまいオフを取ること

ができません。それで、最初は盛り上がりましたが、「デバ

イス応⽤は難しい」となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は⽇⽴にいた頃から電⼦機械システムをやっていま

した。グラフェンの優れた電気的特性と機械的特性から、

電⼦機械システムを作るには理想的だと考えましたが、7、

8 年くらい前にこの研究を始めた頃、グラフェンで NEMS

を作ると⾔っても誰も信じてくれませんでした。専⾨家の

先⽣⽅は「それは無理でしょ」と。なぜかというと⼀原⼦

層の厚みを測って維持するのは難しく、グラファイトの⼆

層の間隔は⼤体 3.4 オームストロング、0.34 ㎚、こんな

に薄いものを取り出して電気をかけて動かすなんてこと

は無理だと考えられていました。誰も⼿を出さない技術で

したが、やってみたらできたというのが本当のところで、

それをかなり無謀に始めたことで私はこの技術では少し

先を⾏くことになりました。 

まず、NEMS 構造として両端または⼀⽅の端を押さえて

宙づりにする技術を⽴ち上げました。⼆層のグラフェンで

両端を固定し、この表⾯にガスの分⼦がくっつく状況を電

気的に検出できるかという基礎実験を⾏いました。結論か

ら⾔うと、⼆酸化炭素の⼀分⼦が表⾯にくっついた、離れ

たというのを抵抗の変化で⾒ることに成功しました。最初

雑⾳かと思いましたが、データを統計的に処理すると、増

える時は必ず６０Ω程度増え、減る時は６０Ω減っており、

量⼦化している状態であることが分かります。もしかした

ら⼀分⼦の吸着・離脱を⾒ているのではないかと考えまし

たが、本当にそうだと確信するまで 1 年かかりました。

JAIST のスーパーコンピュータをフル回転し、⼆酸化炭素

の分⼦がグラフェンの表⾯に物理吸着した状態を解析し

たところ、確かに⼀分⼦くっついただけでもクーロンポテ

ンシャルが周りに形成され、抵抗が⽣じるというのが分か

り、2016 年に発表しました。室温で⼀分⼦を測れるのは

⾮常に⾯⽩いということで、少し注⽬されました。 

もう⼀つ最近やっているのは、重さを測ることです。宙

づりにしたグラフェンを 100MHz くらいの RF で振動さ

せます。その時にガス分⼦が表⾯にくっつくとガスの重量

で振動数が下がるという検出⽅法です。グラフェンをギタ

ーの弦だと思ってください。ギターの弦をある⻑さで張る

と⾳が決まります。鳴らしている状態で、おもりが弦につ

くと⾳が下がります。それと同じことをやっているのです。

⾮常に簡単な原理ですが、振動している膜の重さと表⾯に

くっついた分⼦の重さの⽐が⼤事です。この⼩さい⽐を測

るには、分⺟を⼩さくする必要があります。グラフェンは

炭素原⼦⼀層ですので、これが⼗分⼩さく、そのためガス

分⼦の質量を測れるというのがミソです。現時点で 100zg

（ゼプトグラム）程度まで測れています。z（ゼプト）はな

かなか⾒かけない単位ですが、n（ナノ）が 10-9、その 3

ケタ下が p（ピコ）、さらに 3 ケタ下が f（フェムト）、さ

らに 3 ケタ下が a（アト）で、その 3 ケタ下が z（ゼプト）

H I A C  N E W S  v o l . 1 0 5 5



6   HIAC NEWS vol.105 

です。そのくらいの質量の変化を室温で⾒ることができま

す。グラフェンを⼩さくすればもう少し頑張れると思って

います。１zg あるいはその下の yg（ヨクトグラム）まで

いけたらいいなと考えています。 

⼀分⼦レベルを抵抗で測れる、1zg の質量を測れる、こ

のふたつが私のところの基礎的な技術です。これが元にな

って、現在のいろんな応⽤の研究に繋がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、室内環境のモニタリングへの応⽤という話があ

ります。シックハウス症候群では、100 種類くらいの揮発

性の有機化合物のガスが極めて低い濃度でも⼈間に影響

が出るというのが分かってきています。ここにあげたのは

代表的な３つ（ホルムアルデヒド、ベンゼン、テトラクロ

エチレン）で、WHO が気を付けるべきレベルとして出し

た数字です。ppb と⾔う単位は体積⽐率の濃度が 10 億分

の１という数字です。すごくいいガスセンサーを買うと

ppm というのが出てきますが、それより 3 ケタ下が ppb

です。ＷＨＯによると、ppb よりさらに下のレベルでも、

8 時間中にいると⼈間に健康被害が出る場合があるとされ

ています。特に⼥性の被害者が多い。⽇本で潜在的に 100

万⼈くらい患者がいると⾔われています。 

これを現在どうやって検査しているかというと、パッシ

ブサンプラーというプラスチックの棒を家の中に⼀⽇吊

るします。この頭に吸着剤が付いていて 24 時間かけてガ

スを吸着します。それをガスクロマトグラフィーで検査し

ます。エレクトロニクスで測ることはまだできておらず、

もちろんリアルタイムでの計測は全くできていません。 

シックハウス症候群の原因となる超微量のガスが測れ

るなら、⼈間の体から出る⽣体ガスも測れるのではないか

という話も出てきました。これも⾮常に重要視される分野

になってきています。例えばアセトンは、糖尿病、肥満に

関係することが知られています。また、アンモニアは肝障

害や胃癌、精神的なストレスに関係することも分かってき

ました。⽪膚ガスと疾病との関係は、化学や医療関係の

⽅々が研究を進めているところですが、濃度としては ppb

またはそれより下で、市販のセンサーでは測れません。こ

れは共同研究をしている東海⼤学の関根先⽣が開発され

たパッシブフラックスサンプラーですが、これを１時間体

につけてガスを捕集し、その後クロマトグラフィーで測定

する⽅法しか現在はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関根先⽣のご研究によりますと、⽪膚からアンモニアが

出るメカニズムは３つあります。汗からアンモニアが出る

場合、汗が⽪膚の上の常在菌と反応して出る場合、⾎管か

らそのまま蒸発して出る場合です。⼤事なのは 3 つ⽬で、

もともと量が少ないので、なんらかの原因でこれが増えた

り減ったりすると、シグナルとして⾒やすいのです。アン

モニアを尿や息で測ろうとする試みもありますが、例えば

メンタルストレスによって増えた分というのは、なかなか

⾒えません。特に⽇本では今、精神的ストレスをモニタリ

ングする需要が⾼まっていて、⽣体ガスに注⽬が集まって

います。 

 環境センシングや⽣体センシングの市場はまだこれか

らです。イギリスの調査会社によりますと、⽣活環境セン

サーの市場はまだほとんどないですが、今後⼤きくなり、

2028 年には 3 億ドルに成⻑すると予測されています。特

にヘルスサポートやメンタルモニタリングは⼤きく伸び

ると考えられています。今、市販のセンサーは ppm のレ

ベルから上です。シックハウス症候群や⽪膚ガスによる病

気の判断など、本当に⼤事なところは、ppb の下の ppt、

1 兆分の 1 の濃度にならないと⾒えません。最近話題の癌

検査、線⾍を使った匂いの分析はやはりこの値です。我々

はこのレベルを狙って研究開発を⾏っています。 
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去年から太陽誘電さんと超⾼感度のスマート匂いセン

サーを開発しようと⼀緒に研究を進めています。太陽誘電

さんは既に匂いセンサーのプラットフォームを持ってい

ますが、今までの QCM センサーでは精度が取れないので、

我々のセンサーを⼊れたいという話です。実験室内の理想

的な環境で測るのではなく、⼤気中でどこまで測れるかを

調べています。⼤気中のアンモニアは現時点で 500ppt く

らいまで測れるデータが出ていて、もう少しいけると思っ

ています。 

また、我々の今までの研究で、ある測り⽅をすると、ガ

ス分⼦の種類によってグラフェンと分⼦の間の電荷の移

動が⾮常に違った振る舞い、スペクトルを⽰すことが分か

っています。これによって、何の分⼦がくっついたかを判

別できる⾼機能なセンサーが作れるのではないかと期待

しています。普通は特定の対象に対する⾼感度センサーを

開発しますが、これからは分からない分⼦を同定するとい

う技術も可能になると考えています。 

IoT 化、集積化には太陽誘電さんのプラットフォームを

使っています。16 本のセンサーアレイで、表⾯の受容体を

少しずつ変えて、別のガスに反応するようにしています。

それぞれのセンサーが⽰すシグナルのパターンを機械学

習させて、匂いを判別するという応⽤です。1ch から 16ch

まで表⾯を少しずつ変えることで、特定の例えばアセトン、

トルエン、アンモニアを選択的に検出するということが可

能になります。クラウドあるいはセンサーネットワークを

組んでデータを整理することも⼀緒に開発しておりまし

て、最終的にはもっと集積度を上げたいと思っています。

⽝の⿐は 1200 種類くらいの嗅覚同位体を持っていると⾔

われます。今 16 個なので、まだまだとてもそこには辿り

着けませんが。 

最終的にできるだけ低消費電⼒でセンサーを動かすた

めに、電源とセンサー回路の間にあるパワーゲーティング

という素⼦を、グラフェン NEMS のスイッチで作っていま

す。あるところでピュッと⽴ち上がってオンになったりオ

フになったりと、⾮常に急激なスイッチングが可能です。

従来のシリコントランジスタではできない特性が得られ

ています。 

こういう技術がたち上がってくると、単純に匂いセンサ

ー、ガスセンサーといった応⽤だけではなく、より新しい

産業が⽣まれる可能性があると考えています。この世界で

はヒト、モノ、⽣活環境、⾃然、それぞれがいろんな匂い

を出しています。“サイレントボイス”ですね。別に何かを

主張しようと思って出したり、制御して出したりしている

訳ではないのですが、それをお互いに受け取って、ある意

味コミュニケーションしている訳です。ある場合は、イン

タラクティブにこれを制御しなければならない。あるいは、

⾮常に低濃度で読み取って問題の予知と改善・解決を可能

とする。こういう産業になるのではないかと考えています。 

⼈間で⾔えば、例えば未病と呼ばれている、まだ病気か

分からない状態を⾮侵襲で予知できる可能性があります。

また、先ほども挙げましたがストレスのモニタリングや、

逆に⾹りを利⽤して交感神経・副交感神経に働く薬理効果

を出すこともできるかもしれません。 

⾃然との関係を考えると、さらにいろいろありそうです。

実際に私の研究室のマノハラン先⽣にインドから問い合

わせが来たのは、稲の害⾍の出すフェロモンを低濃度で測

れないかという話です。害⾍が⼤量発⽣する前に農薬を適

時適量与えたいと。現在はいつどこでどんな規模で発⽣す

るのか分からないので、⼤量の農薬を撒いてしまう。それ

を変えたいと⾔います。要はある意味、昆⾍の気持ちです

ね、そういうのが読めるようにならないか。 

あとはインフラ関係です。事故が起こる前の⾮常に微弱

な⾹りを検出できないか。まだまだこれからもセンサーの

開発を進めていかなければなりません。 

次に、熱の話を少しだけご紹介します。⽂科省の戦略⽬

標で、熱を伝える格⼦振動の量⼦「フォノン」を制御でき

ないかという問題提起がなされています。我々の周りでは

電⼦エレクトロン、光⼦フォトン、磁気ディスクのスピン

といった量⼦は充分活⽤されていますが、格⼦振動のフォ

ノンだけはまだ制御に⾄っていません。これに対して、例

えば温度差を与えると電圧が⽣じるような熱電変換素⼦

の開発が進んでいます。熱電変換素⼦のゼーベック素⼦向

けにいろんな材料の探索が⾏なわれていますが、⼀番利⽤

されていないのは 200℃以下の低温廃熱です。この温度領

域で発⾒されている材料には、ビスマステルルや鉛テルル

があります。ここで難しいのは、テルルは⽩⾦より希少性

が⾼い材料で、鉛はもちろん毒性があります。  

私が別のアプローチとしてやっているのは、宙づりにし

たグラフェンに⼩さな⽳を開けて、フォノニック結晶を作

るということです。要は⽳の開いているところは柔らかい
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と考えてもらって、硬い／柔らかいの繰り返し構造を周期

的に作ります。 

この研究をグラフェンで始めたのは最近ですが、ずいぶ

ん前から東⼤の野村先⽣がシリコンでフォノンクリスタ

ルの研究をされています。シリコンでの研究はかなり進ん

でいますが、私はグラフェンの⽅に利があると考えてやっ

ています。熱の波動性を使おうとすると、テラヘルツ領域

のフォノンを制御しなければなりません。これにはグラフ

ェンでないとやりにくいということが理由です。グラフェ

ンに⽳を開け、熱に対応するテラヘルツの格⼦振動を⼊れ

てやると熱を通さない領域を作ることができます。要は熱

を選択的に⽌めるようなことができるのです。これは理論

的にはかなり前から分かっていたのですが、⽳のサイズを

2 ㎚〜3 ㎚くらいに⼩さくしないとならないのでなかなか

作れませんでした。普通の半導体の微細加⼯では作れない

ので、ヘリウムイオンビームという新しい技術を使った超

微細加⼯技術を研究しています。電⼦ビームよりも⼀桁⼩

さい直径0.3㎚くらいのビームでグラフェンを直接削って

いくという技術です。⽥植えのように直径が 3 ㎚から４㎚

くらい⼩さい⽳の配列を作ることができています。      

これにより、ちょうど 100〜200℃くらいの熱に対応する

フォノンの伝播を⽌める「フォノニックバンドギャップ」

を作ることができます。⽳を開けてもちゃんと電気は流れ

ます。「電気は流れても熱は⽌まる」、これが出来ればいろ

んな熱の応⽤が可能になるのです。 

今⼀番の関⼼事は、熱のダイオードが作れるかというこ

とです。これは原理的に可能かという意味も含めてクエス

ションマークです。電気が⼀⽅向に流れるダイオードは当

たり前ですが、熱を⼀⽅向だけに通す素⼦を作れるかは⾮

常に⾯⽩い課題です。これができれば蓄熱、あるいは⼀⽅

的に流して排熱するなどの制御が可能になります。あるい

は熱を熱で制御する素⼦ができれば、スピードは遅いです

が熱を使った情報処理も可能になるかもしれません。また、

ナノスケールで熱を測るという計測技術にも⾮常に難し

い問題が残っています。これも今⼀⽣懸命研究を⽴ち上げ

ています。将来もし熱で動くトランジスタができれば⾮常

に⾯⽩いなぁ、と夢をもって研究を進めています。

 
＜第Ⅱ部  施設⾒学・意⾒交換＞ 
◆『ナノテクノロジープラットフォーム事業』&『JAIST 技術サービス制度』の紹介 

北陸先端科学技術⼤学院⼤学 ナノマテリアルテクノロジーセンター 教授 

マテリアルサイエンス系 ⽣命機能⼯学領域       ⼤⽊  進野 ⽒  

※学外の⽅が JAIST の最先端の設備や装置を利⽤できる制度についてご紹介 

いただきました。 

 

◆施設⾒学 

※⽔⽥研究室・ナノマテリアルテクノロジーセンター・クリーンルーム・スーパーコンピュータ・ギャラリーなどを

⾒学しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆意⾒交換 
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産業技術総合研究所イノベーションシーズ講演会 開催報告 

開 催 ⽇︓ 2019 年 11 ⽉ 12 ⽇（⽕）  
開催場所︓ ＡＮＡクラウンプラザホテル⾦沢   （⽯川県⾦沢市昭和町 16-３） 
      【Matching HUB Kanazawa 2019 の関係機関セミナーとして実施】 
主  催︓ 国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所 中部センター 
      ⼀般財団法⼈ 北陸産業活性化センター 
後  援︓ 北陸経済連合会 
参加⼈数︓ 49 名 
内  容︓ 

⽇本で唯⼀の『地質調査』のナショナルセンターとして、地質情報の整備に取組む地質調査総合研究センターでは、
地質情報を基礎として地質災害の軽減などに関連するさまざまな問題を解決するための技術を開発しています。 

今回は、北陸地域における地質災害に対するＢＣＰ(事業継続計画)の策定を念頭にした、地質図の⾒⽅などについ
て学ぶ講演会を開催しました。 

 
講 師︓斎藤  眞 ⽒  

 (国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所 地質調査総合センター 
研究戦略部 イノベーションコーディネーター(IC)） 

演 題︓『あなたの会社の場所は⼤丈夫か !?  〜 地質はＢＣＰの基本情報 〜 』 

 
 

皆 さ ん の

会 社 が も し

BCP（事業継

続 計 画 ︓

business 

continuity 

plan）を策定

されているなら、この講演で、⾒直しにつなげていただけ

ればと思います。地質のことを知っていると、どういうこ

とが起こり得るか、起こった後どうなるのかが分かります。

そういうイメージが有るか無いかでは⼤きな違いだと思

いますので、そういうきっかけだけでも掴んでいただけれ

ばと思います。 

私は、産総研つくばセンターの地質調査総合センターと

いうところで、簡単に⾔うと、研究所の成果の営業をやっ

ている⽴場にあります。産総研は、全体で研究者が約

2,250 名、事務職・契約職員などを合わせると 8,500 名か

ら 9,000 名になります。 

産総研のルーツは 1882 年に設⽴された農商務省地質調

査所に始まります。今年は 137 周年になりますが、私が今

までやってきた研究の⼤元になります。地質調査総合セン

ターには、常勤の研究職が 210 名くらい在籍し、そこで⽇

本中の地質に関する情報の整理や様々な技術開発を⼀⼿

に⾏っています。各国に 1 つは有る機関で、アメリカには

⽶国地質調査所や英国地質調査所などがあります。 

1889 年には、19 世紀末の⽇本列島にはこんな地質が有

りますという「地質総図」（資料１）というものを出してい

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料 1 

地質調査総合センター(GSJ)
常勤研究職210名
総勢 約450名

産業技術総合研究所は1882年に設立された
農商務省地質調査所を起源とする公的研究機関

100万分の1大日本帝国地質図 (1899) 

各国に1つある機関
(例)
USGS(米国地質調査所)
BGS(英国地質調査所)

産総研の中で最も古く
今年で137周年
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ますが、当時の印刷技術はすごいものです。ちなみにＴＶ

の『ブラタモリ』にも協⼒しており、番組最後に流れる 
テロップに「協⼒︓産総研地質調査総合センター」という

表⽰がよく出てきます。 

 

私は、地質図の作成を専⾨としており、主に九州から南

⻄諸島を担当してきました。⽕⼭屋ではありませんが、⽇

本列島に破局的に⽕⼭灰がばらまいた地域の地質をやっ

てきました。現在は、デジタルの地質図の編集責任者をや

っております。紙の地質図ができると、デジタルの⽅へは

め込んで全国⼀律の⾒⽅で⾒えるものを作っていくとい

うのが今の仕事です。  

地質は何かというと、⼤地を作る地層・岩⽯・性質のこ

とです。温泉や⾵景といった良い⾯ももたらしますが、逆

に災害をもたらすという悪い⾯もあります。⼈間社会は地

質と深い関係があり、地質を理解できると安全・安⼼で豊

かな暮らしができ、地球や環境の保全もできます。 

資源エネルギー庁から、⾼レベル放射性廃棄物の地層処

分を⾏う場所を選ぶ際にどのような科学的特性を考慮す

る必要があるのか、それらは⽇本全国にどのように分布し

ているか、といったことを分かりやすく⽰す「科学的特性

マップ」が出されましたが、その 7 割くらいは我々のデー

タが使われています。 

この地質図（資料２）は三次元的に⾒えますが、時間軸

も⼊っているので四次元情報になります。地形は地質の影

響を受けています。⾦沢辺りも地質の影響を受けて海岸線

ができていますし、名古屋から⾦沢に来る途中に⾒られた

⽅もいるかもしれませんが、伊吹⼭も活断層が盛り上がっ

てできていて、⾼い⼭ができると気候まで変わります。 

⼟壌も岩⽯⾵⽣物、⾵化物、⾵成層、植物以外に地質が

関係しており、ヨーロッパではテロワールという⾔葉で表

現されています。これはワインづくりなどでも注⽬されて

いる考え⽅ですが、⽇本ではまだなじみがありません。そ

の植⽣があるからこそ、⽣き物があって、我々⼈間社会が

⽣きているということになります。(資料３)  

⽇本列島は海洋プレートの沈み込むところにあるとい

うのはご存知かと思います。地震の痕跡や震源を調べると

基本的にプレートの沈み込むところで起こっています。

3000 万年前から⽕⼭活動が起こり、⼤陸と陸続きだった

2000 万年前から 1500 万年前まで⽇本列島が動き、島弧

といって弧状列島に配置するような状況になっています。

北陸にはその時にできた⽕⼭の岩⽯や熱い海の中で⽌ま

った地層があるので、⽯油が取れるところもあります。 

⽇本列島のメインは海洋プレートの沈み込む時の地層で

できています。簡単に⾔えば、⽇本列島は海洋プレート上

に溜まったゴミ溜めです。プレートが沈み込んでいって地

下 100 ㎞を越えたあたりからマグマが出るようになるの

で、⽕⼭が並んでいるところを⾒ると⼤体 100 ㎞くらい下

にプレートがあるということが分かります。 

知っておいて欲しいのは、地質における時間感覚は皆さ

んの時間感覚とは全く違うということ。⽕⼭の⼀⽣は何百

万年。陸上で起こる地震も早くて 1000 年に 1 回くらいで

す。時間感覚が⾊々なことを考える上で重要だということ

をよく考えておいてください。時間を忘れて「ここに⼯業

団地を造ってしまった。」ということがよくあるのです。 

どのように地質図を作るのかとよく聞かれるのですが、

実際に歩いて作っています。地質図は地層と地層の相互関

係を探すため、断層についても調べる必要があるからです。 

 
資料３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料 2 

地質から人間社会まで・・・基礎は地質

GSJの研究
地質の情報の整備
地質の利活用「技術」の開発

←地形の理由を作るのは地質

←地形は気候の要因

←植生(農業)は気候や
地質(化学，透水性等)の影響

←植生は生きものを支配し
人間の食べ物暮らしに直結

鉱産資源
地質汚染→
地質災害

↑
資産価値
保険

自然の風景は地質が作る自然の風景は地質が作る

地質が地形・気候・植生に大きな影響を及ぼす好例

伊吹山・・・岐阜羽島→米原の右手

地質

地形

植生

気候

生きもの

人間社会

土壌
←土壌は岩石の風化物+風成層+植物遺骸

学校で習う地質の話

どの順番でできた？(高校入試)

現実の3次元の姿

地質図(平面図)

地質図は3次元の地層・岩石の分布を平面
図にしたもの．地層・岩石のできた年代(時
間情報)も入っているので4次元情報．

地質図は中学校では習わない
(高校地学の内容)

【問題意識】
地質図は社会の基盤情報であるのに地質
専門家だけが取り扱えるものになっている．

(地形図も・・・)

「地質図」とは

H I A C  N E W S  v o l . 1 0 510



 
 HIAC NEWS vol.104   11 

地質調査総合センターのウェブサイト（https:// 

www.gsr.jp）のデータベースでは地質、表⼟、年代、相

互断層、地下を四次元情報として捉えることができます。

地質調査の結果を捉えた⽬に⾒えない植⽣のあるところ

の下を描いており、⼯作物なので著作物になります。 

産総研の中には７つの領域がありますが、エネルギー・

環境、⽣命⼯学、情報・⼈間⼯学、材料・化学、エレクト

ロニクス・製造の５領域は基本的に特許で、計量は計量法

に縛られますが，地質調査は著作物が重要な成果です。実

は経済産業省の設置法や組織令の中で、どこが地質調査を

やるのかということが書かれており、それが全部産総研法

に引き継がれていることや、地質図は中⽴公正に作らない

といけないことから、産総研が適当だろうと 2000 年頃か

ら⾏っています。地⾯の下である地質がこちらで、内⽔⾯

と陸上の形については国⼟地理院、海洋情報は海上保安庁

の海洋情報部が⾏なっています。海洋情報は衛星で確認で

きずデータも取りづらく、⼀番秘密性が⾼い情報です。 

地質図で地下の情報が四次元で分かると⾔いましたが、

ポイントになるのは今から2万年くらい前の最終氷期で海

⽔⾯が 120m くらい下がった時期です。海⽔⾯が下がり、

平野にいっぱい⾕ができ、その後、海が上がってきて内湾

の泥が⾕を埋め尽くします。すると表⾯は平坦でも地下に

ブヨブヨの地層が溜まることになります。地質図は⼟⽊建

設の資料や防災の資料としても使われます。昔は資源開発

の資料としても使われました。これから 30 年後には農業

⼈⼝が 5 分の１になると⾔われているので、いかに適地で

いい農産物を作るかということや環境対策の資料として

使われていくことになります。例えばダムを作る場合でも、

⼟⽊屋さんは地質図を⾒て仕事をしているとのことでし

た。1950 年代から 60 年代にかけては資源開発を⽬的に、

⽯灰岩について⼀⽣懸命地質図を作っていて、現在は、観

光資源としての利⽤もされています。⾃然の⾵景の理由は

ほとんど地質が握っています。兼六園から⼭が⽴ち上がっ

てくるところも活断層が作り出した地形です。 

地質の違うところでは断層が無くても、局地的にずれが

⽣じることもあります。近頃では電柱を地下に埋めようと

いう話がありますが、地質のことを考えてやらないと管路

が破壊されることにもなりかねません。東⽇本⼤震災の際

には、あるインフラ会社から⾃社の管路の地図と地質図を

重ねて、災害が起きた時にどこからチェックしたら良いか

という相談もありました。また東京スカイツリーは、倒れ

ないように地下 60m 弱ある地層の下まで返しのついた杭

を打っています。地質図がどういうことに役⽴っているの

か分かってもらえたかと思います。 

さて、BCP ですが、企業が緊急事態に対して事業の継続

や早期復旧のために準備すべき事項や対応⽅法を定めた

計画のことを⾔います。緊急事態には⾃然災害や、サイバ

ーテロ、感染症、ウイルス、⽕災、事故、犯罪などがあり

ます。今までは会社や社員が安全でさえあれば良いという

ことでしたが、それだけでは困るだろう、あらかじめ対応

⽅法を検討し、訓練しておいた⽅が良いと⾔われています。

特に中⼩企業などはこれを作っておかないと、事業縮⼩や

廃業につながる可能性があります。内閣府の事業継続ガイ

ドラインでは、それをまわす BCM(事業継続マネジメント︓

Business Continuity Management)が必要とされていま

す。 

実は⾃然災害の多くは地質が関係しています。⼤⾬は気

象だから関係ないだろうと⾔われるかもしれませんが、斜

⾯崩壊や⼟⽯流などは地質が悪さをする地質現象なので

す。ポイントはこの分析検討に地質の知識を⼊れていくと、

何が起こって今後どのように展開していくのかを知るこ

とができるのです。⼀番基本になるので、地質は BCP に加

えるべき視点だと考えています。 

その理由は、地質の情報には時間軸が⼊っており、地質

からみると皆さんが⾔う「想定外」は「想定外」ではない

のです。⼈間の時間軸で考えるから「想定外」なのであっ

て、地質現象は何万年とか何⼗万年という地質の時間感覚

で考えることが必要なのです。 

地質現象を知れば、起こりうる現象のイメージを持つこ

とができるので慌てずに済みます。例えば、⾬が降ったら、

この場所はどうなるのかが分かります。そういうことを考

えて、サーバーの位置を変えたり、別のプレートにミラー

サーバーを置いたりしている企業もあります。ただ、代替

拠点を作るにはお⾦がかかる話なので簡単にはいかない

と思います。建物の設備や商品が被害を受けるか否かは⽴

地の場所によって違いますし、復旧の⽅法も違います。地

質の知識は⽴地に関して重要だということを覚えておか

れると良いと思います。内閣府や経済産業省中⼩企業庁な

どもホームページで BCP に関する解説をしていますので

参考にされると良いですが、地質の視点で述べているもの
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はほとんどありません。 

早めに BCP を策定しておかないと、緊急事態の際に事

業を⻑期間ストップせざるを得なくなるかもしれません。

BCP ⽂化を根付かせることが重要なのです。皆さんが地質

について理解していただけると良いと思いますが、こうい

うことは学校では教えていません。昔の⽅は経験上良く知

っていました。例えば徳川家康のお城はよく考えて造られ

ていました。現代は⼟⽊技術で全てどうにかなるというお

ごりがあるかもしれません。法⼈の使命として、⼈命の安

全や経営の維持等がありますが、⾃社が⽌まってしまうと

サプライチェーンも⽌まってしまい、その逆もあり得ます。

そうなると従業員の雇⽤も守れなくなり、社会的な貢献も

できなくなるのです。このように地質と⼈間社会は深くつ

ながっているのです。 

実際に⾦沢周辺を例に⾒てみましょう。⾦沢平野には森

本断層や富樫断層などの活断層があります。それらを境に

⼭側は⽐較的古い断層でできており、元々海だったところ

が上昇したため、泥や砂でできています。森本・富樫断層

帯の海沿いには砂丘があり、その内側にラグーンのような

ものができ、そこは埋められたような軟弱な積層でできて

います。⾦沢市が出している液状化の危険予測図では断層

⻄側の発⽣危険度がかなり⾼いとされています。 

地質の⽅を⾒てみましょう。（資料４） 

岩⽯の種類で⾊分けされ、断層も書いてあります。産総

研の地質図Naviでは、⽬当ての活断層をクリックすると、

それがどういう活断層で、どれくらい前に動いて、どれく

らい時間が経っているのかなどの履歴が確認できるよう

になっています。 

熊本地震は、地質の専⾨家からすると想定外ではないの

です。以前から、九州の警固断層と⽇奈久断層の変動量が

⼤きい上に、近頃動いてないと⾔われていました。⼗数年

前に福岡の街中を⾛っている警固断層が、北側 3 分の１だ

け動きました。熊本の南側にある⽇奈久断層も変動が⼤き

く、近頃動いた記録が無いと⾔われていたのが、10 年くら

い前から直上で時々震度５くらいの揺れを観測し始め、つ

いに熊本地震が起こりました。その際に⽇奈久断層の北部

が動きましたが南部は動いていないので、専⾨家の中には

ここが動くのではないかと危惧している⼈もいます。 

それから⽕⼭噴⽕の影響も考えなくてはなりません。⽕

⼭のデータベースでオーバーレイのものをクリックする

と詳細や 1 万年以内の活動履歴が出てきます。⾦沢平野で

は 2〜3 ㎝の⽕⼭灰の地層が残っています。噴⽕による⽕

⼭灰は⻄から多く降ってきます。多量な⽕砕流を噴出する

破局的な噴⽕は 10 ㎝とか 20 ㎝の厚さがあります。それ

くらいの厚さがあるのは 7300 年前の⻤界アカホヤ（⻤界

カルデラ/屋久島の北）で、全国の縄⽂遺跡のマーカーとな

っています。ほかにも 2.9 万年前の姶良―Tn ⽕⼭灰（⼊

⼾⽕砕流、姶良カルデラ/⿅児島湾奥）、5.5 万年前の⼤⼭

倉吉テフラ、9 万年前の阿蘇―４⽕⼭灰（阿蘇カルデラ）

など、九州では破局的噴⽕が 10 万年間に数回起こりまし

た。⼤⼭の噴⽕では⾦沢あたりでも 10 ㎝くらいの⽕⼭灰

が降っていますが、それくらいの噴⽕があると考えておく

必要があるのかもしれません。 

もっと⾝近な⽔害についてお話しします。⽔害も実は地

質によります。地層を⾒れば⽔没するところが分かります。

先般⽔没した岡⼭県真備町は、国⼟地理院が出した⽔没地

域の地図と地質図を重ねてやると、きれいに完新世の河川

堆積物のあるエリアに重なります。（資料５，６） 

資料５ 

 

資料４ 

20万分の1日本シームレス地質図V2+活断層DB

完新世(1万年前以降)の地層

赤線 活断層

砂丘

低地の泥・砂

後期更新世(12.5万年前以降)の地層

扇状地(礫・砂)

段丘(礫・砂)
前期更新世(200万年前頃)の地層

後期中新世(約1000万年前)
の地層(泥岩，砂岩)

黒線 断層

地質図とハザードマップ (地質->地形から作られる)

近年多発する水害(2018.7豪雨)
・・・気候の変化もあるが同様の事象は地層に記録されている

国土地理院／地理院地図

浸水地域
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氾濫時にできた泥などがたまってできた地層なので、堤

防が無くなれば⽔没する氾濫原です。先⽇は⻑野県の新幹

線⾞両基地が⽔没しましたが、この辺りも、氾濫原堆積物

と書いてあります。川から近い⽅では粗いものが溜まり、

川から離れると標⾼も少し低くなって泥が溜まります。ハ

ザードマップにも⽔没の可能性について書いてあるので

すが、原因については触れていません。実は信濃川の流域

は昔から⽔害の多いところでした。下流では海に直接出す

分⽔路は作ってあります。松本⽅⾯や上⽥⽅⾯など集⽔域

がとても広く，それが⻑野に集まってくるのです。 

平野の地質で注意したいのは、2 万年前に最後の氷河期

があり、海⽔⾯は今より 120m 下がっており，平野には深

い⾕が刻まれていたことです。縄⽂海進による海⽔⾯の上

昇が始まる前までは東京湾はありませんでした。地下には

数万年前から 12 万年くらい前のやや硬い地層があります

が、その上に 1 万年くらい前のブヨブヨの地層が 60ｍく

らい堆積し、そこにどんどん⼈が住んでいます。⼟⽊をや

っている⼈なら分かると思いますが、ボーリング調査で N

値（標準貫⼊試験値）が０というところがあります。N 値

は地盤の強度を⽰し、N 値が⾼いほど地盤が強いことを表

します。ボーリングでベタベタになったところは地下に⽔

が溜まっている証拠です。ゆるく詰まった砂のところに⽔

が⼊って揺さぶられて⽔が噴き出すのが液状化現象です。

そういうところは地震が起きた時の挙動を考えておいた

⽅が良いのです。 

斜⾯災害についても地質が関係します。広島で⼤⾬が降

り⼟砂崩れが起きました。国⼟地理院がどの地点で⼟砂崩

れが起こったかをまとめたところ、花崗岩周辺で起こって

いることが分かりました。古くから住んでいる⼈は分かっ

ているのですが、広島は⼟地が無いのでそういうところに

家が建てられています。家や⼯場が⼤丈夫でも道路がやら

れれば、交通がダメになるということを考えておかなくて

はなりません。 

最後に⽯川県内の新しい地質図として 20 万分の 1 地質

図幅「輪島(第 2 版)」についてお話しします。1961 年の

ものと何が変わったのかと⾔うと、当時は活断層や⽕砕流

の概念はありませんでした。その後、海底に活断層が⾒つ

かり、能登半島の海岸線は活断層で出来たものだと分かり

ました。⽇本海ができた歴史は⾯⽩く、2000 万年から

1500 万年くらい前に⼤陸の縁が裂けたところに海ができ

てきました。実は 3000 万年ごろから前兆の⽕⼭活動があ

り、1800 万年から 1500 万年くらい前に⼀気に海底が広

がり、⽇本海ができたのです。600 万年くらい前までは地

層が溜まり続けましたが、その頃になると⽇本列島はプレ

ートの沈み込みによって、⽇本海が広がった時の断層が逆

に押される⼒によって動くインバージョンテクトニクス

が起きてきます。この時以降にできた断層が、⽇本海の海

岸線を作っていると⾔えるかもしれません。 

地質図を⾒ていただくと BCP だけではなく、⾯⽩いネ

タが転がっていますので、関⼼を持っていただければと思

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料６ 

近年多発する水害(2018.7豪雨)
・・・気候の変化もあるが同様の事象は地層に記録されている

白亜紀花崗岩
完新世の
河川堆積物(a)

20万分の1地質図幅「岡山及び丸亀」国土地理院／地理院地図

完新世の

元河原

H I A C  N E W S  v o l . 1 0 5 13



14   HIAC NEWS vol.105 

  

全国産業活性化センター連絡会議  開催報告 
開 催 ⽇︓ 2019 年 9 ⽉ 26 ⽇（⽊）〜27 ⽇（⾦） 

開催場所︓ 【討議・意⾒交換／事務連絡】名鉄ニューグランドホテル  (愛知県名古屋市中村区椿町 6－9) 

      【企業視察】三菱重⼯株式会社 MRJ ミュージアム      (愛知県⻄春⽇井郡豊⼭町豊場林先１) 

内  容︓ 各団体の近況報告と各々が抱える課題等について意⾒交換を⾏いました。 
 

全国地域技術センター連絡会議 第 1 回事務連絡協議会 開催報告 

開 催 ⽇︓ 2019 年 11 ⽉ 14 ⽇（⽊）〜15 ⽇（⾦） 

開催場所︓ 【意⾒交換会・政策懇談会】⼋汐荘 （沖縄県那覇市松尾 1-6-1） 

      【企業視察】有限会社⾦武酒造     （沖縄県国頭郡⾦武町⾦武 429） 

            株式会社佐喜眞義肢   （沖縄県国頭郡⾦武町字⾦武 10914） 

内  容︓ 各団体の近況報告と各々が抱える課題等について意⾒交換を⾏いました。 
 

セミナー「データ駆動型社会における北陸地域の未来」 開催報告 

開 催 ⽇︓ 2020 年 2 ⽉１９⽇（⽔） 

開催場所︓ ホテル⾦沢 （⽯川県⾦沢市堀川新町 1-1） 

主  催︓ 東京⼤学地域未来社会連携研究機構      ⼀般財団法⼈ 北陸産業活性化センター 

後  援︓ 北陸経済連合会 

参加⼈数︓ 92 名 

内  容︓ 

 当財団は昨年度、東京⼤学地域未来社会連携研究機構と連携協定を結び、経済産業省の地域中核企業創出・⽀援事業

「北陸地域における先端ものづくり産業の国際競争⼒強化事業の創出」を進めてまいりました。 

今回は、製造業企業における IoT・AI 導⼊はもとより、農林⽔産業や物流、医療、健康、交通分野のスマート化や 

⾃治体のオープンデータ化、スマートシティに関して、東京⼤学情報学環⻑の越塚 登教授にご講演いただくとともに、

地域未来社会連携研究機構と経済産業省から産業⽴地分析の最前線と施策展開等に関してご報告いただきました。 

 

【基調講演】 

「IoT や AI を活⽤した地⽅経済活性化と地域課題の解決」 

東京⼤学⼤学院情報学環⻑ 越塚 登 ⽒ 

【報告】 

「データ駆動型社会における市⺠協働・シビックテックによる地域課題解決」 

東京⼤学空間情報科学研究センター特任講師 瀬⼾ 寿⼀ ⽒ 

「データを活⽤した地域経済分析と北陸ものづくり産業」 

       東京⼤学⼤学院総合⽂化研究科教授・地域未来社会連携研究機構⻑ 松原 宏 ⽒ 

東京⼤学⼤学院総合⽂化研究科助教 鎌倉 夏来 ⽒ 

「今後の地域経済施策の⽅向性について」 

経済産業省地域経済産業グループ 地域企業⾼度化推進課 地域政策研究官 藤井 法夫 ⽒ 

 

＜詳細は次号でご紹介させていただきます＞ 
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平成29（2017年）度のR&D推進・研究助成事業にて採択されました４件の成果報告をご紹介します。
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主な⾏事予定 

 
⾏事名 開催⽇ 開催場所 
第 28 回 理事会 2020 年 3 ⽉ 11 ⽇（⽔） ⾦沢市 
北陸ライフサイエンスクラスター推進協議会 2020 年 3 ⽉ 13 ⽇（⾦） 書⾯ 
第 24 回 評議員会 2020 年 3 ⽉ 31 ⽇（⽕） ⾦沢市 

            

当財団の事業内容や最新情報を Web サイトでご紹介しております。 
各種講演会やセミナーなどもご案内しております。 
ぜひご覧ください。 
 
 

 
【その他お知らせ】 

経済産業省中部経済産業局様より、『プラスチック製買物袋(レジ袋)の有料化に向けた取組についてのお願い』の周知 

依頼が以下(⼀部抜粋)のとおりありましたのでご案内させていただきます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平素より３Ｒ⾏政にご理解とご協⼒をいただきまして、誠にありがとうございます。 

プラスチックが短期間で経済社会に浸透し、我々の⽣活に利便性と恩恵をもたらしてきた⼀⽅で、資源・廃棄物制約や

海洋ごみ問題、地球温暖化といった、地球規模の課題が深刻さを増しております。こうした背景を踏まえ、政府におい

て、プラスチックの過剰な使⽤の抑制を進めていくための取組の⼀環として、プラスチック製買物袋の有料化を通じて

消費者のライフスタイルの変⾰を促すため、「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」（以下、容器

包装リサイクル法という）の枠組みを基本とし、令和元年 12 ⽉ 27 ⽇、「⼩売業に属する事業を⾏う者の容器包装の使

⽤の合理化による容器包装廃棄物の排出の抑制の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令」が改正されま

した。 

本改正により、⼩売業に属する事業を⾏う事業者は、商品の販売に際して、消費者がその商品の持ち運びに⽤いるため

のプラスチック製買物袋（いわゆるレジ袋）を有料で提供することにより、プラスチック製買物袋の排出抑制を促進する

こととなります。令和２年７⽉１⽇から全国で⼀律にプラスチック製買物袋の有料化が開始されます。 

つきましては、これまでも容器包装リサイクル法に基づく３Ｒ、プラスチック製買物袋の有料化制度等にご協⼒いた

だいているところではございますが、下記(プラスチック製買物袋の有料化に関するＨＰを参照ください)のとおりプラ

スチック製買物袋の有料化に向けた準備を進めていただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

＜各種問い合わせ先（コールセンター）＞ 

相談受付時間 ⽉〜⾦曜⽇（祝⽇除く） ９︓００〜１８︓１５ 

    〇事業者の皆様向けの相談窓⼝  ０５７０－０００９３０ 

    〇消費者の皆様向けの相談窓⼝  ０５７０－０８０１８０ 

 

＜プラスチック製買物袋の有料化に関するＨＰ＞ 

https://www.meti.go.jp/policy/recycle/plasticbag/plasticbag_top.html 
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̶ 御社の事業について教えてください  

1944 年、当時の伏⽊港で回漕業を営んでいた 8 社が統

合してできた伏⽊港湾運送㈱と⽇本通運㈱伏⽊⽀店が合

併し、伏⽊海陸運送㈱が創⽴されました。 

当社の事業内容は港湾運送事業を柱に、これに付随する

海上運送業、船舶代理店業、通関業、貨物⾃動⾞運送業、

倉庫業、警備業など多岐にわたり、伏⽊港・富⼭新港を拠

点とした海から陸に繋がる国際物流を通じて成⻑・発展し

てきました。 

̶ 国際物流の発展について  

当社の物流事業の特徴の⼀つとして、ロシア極東港との

輸出⼊があります。1975 年に当時旧ソ連のワニノ、ナホ

トカ港⇔伏⽊港の定期航路が就航しました。これは極東港

から材⽊を積んだロシア船が伏⽊港・富⼭新港で揚荷した

後、伏⽊港で⽇本製雑貨を積んで帰るという在来船航路で

す。当時は横浜港に匹敵するほどの対ソ輸出量を誇りまし

たが、1991 年のソ連邦崩壊とともに貿易形態や貨物の種

類も⼤きく様変わりし、現在の RORO 船を中⼼とした中

古⾞輸出へと変化してきました。⼀⽅、コンテナ航路につ

いては、1984 年に極東のボストーチヌイ港を結ぶ富⼭新

港初のコンテナ定期航路が就航し、これを⽪切りにその後 

韓国、中国、東南アジアへのコンテナ航路の拡充を図り、

今⽇の世界を結ぶ物流ルート構築に⾄っています。 

また、もう⼀つの⼤きな特徴は、当社の柱でもある地場

産業に不可⽋な輸⼊原料（バラ貨物）の取扱いです。1968

年に⼤型化の進む外航船への対応可能な港として富⼭新

港が供⽤開始されて以来、ウッドチップ、コークス、鉄鉱

⽯、アルミ地⾦など⼤型船によるバラ貨物の荷揚作業に携

わってきました。 

そしてこれら当社の事業に⽋かせない港湾施設におい

ても、岸壁の延伸や⽔深化⼯事などによる規模の拡⼤が図

られており、当社としてはこれに応えるべく更なる事業の

拡⼤に努めていきたいと思っています。 

 

 

̶ 今後のさらなる展望について  

2019 年に当社は創⽴ 75 周年を迎え、同年、本社前に

「創⽴ 75 周年記念館」が完成しました。伏⽊港や当社の

歴史、また、昨年、⽇本選⼿権にも出場した硬式野球部の

活躍などを紹介しています。 

 
創⽴ 75 周年記念館 

当社は 2013 年に AEO 制度（＊）の特定保税承認者の

認定を受け、2019 年には新たに認定通関業者としての認

定も取得しました。これにより当社は AEO 事業者という

⽴場での更なる責任を担うことになりましたが、取引先か

らの信頼を⾼め、社員のレベルアップにも繋がるものとし

て取り組んでいます。 

また、現在、伏⽊万葉ふ頭においては、2021 年秋の稼

働開始を⽬指すバイオマス発電施設の建設が進められて

います。港湾背後地の利⽤や⼤量の⽊質燃料の輸⼊など、

港の発展に⼤きく寄与する事業として、当社も港湾作業を

中⼼に積極的に携わっていきたいと考えています。 

同様に伏⽊万葉ふ頭では、当社 FKK グループの旅⾏部

⾨である FKK エアーサービス㈱が毎年夏に豪華客船“⾶⿃

Ⅱ”をチャーターし、主に県内の皆さんを対象に優雅な船

旅を提供しております。初の就航から今年で 20 年を迎え

ますが、地域の恒例イベントにもなっており、今後も続け

ていきたいと思っています。 

最後に、当社「内和外信」の社訓のもと、これからも総

合物流企業として様々な顧客ニーズに応えるべく社員⼀

丸となって社業に励むことで、企業としての地盤を固め、

地域社会の発展に努めていきますのでよろしくお願いし

ます。 
（＊）貨物のセキュリティ管理と法令順守の体制が整備された事業者に対し、税関が承

認・認定し、税関⼿続きの緩和・簡素化等のベネフィットを与える制度） 
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賛助会員ズームアップ 

常務取締役 
久保 啓⼆郎 様 

伏⽊海陸運送株式会社 
創  業  1944（昭和 19）年 3 ⽉ 31 ⽇ 
所 在 地  富⼭県⾼岡市伏⽊湊町 5 番 1 号 
資 本 ⾦  18 億 5,050 万円 
従業員数  303 名 （2019 年 12 ⽉ 31 ⽇現在） 
ホームページ   https://www.fkk-toyama.co.jp/ 

事業内容  
港湾運送事業、貨物利⽤運送事業、倉庫業、海上運送業、
内航運送業、不定期航路事業、海運代理店業、通関業、
梱包業、貨物⾃動⾞運送事業、産業廃棄物収集運搬事業、
空港運送代理店業ほか 
 

総合物流企業として地域社会の発展に貢献する伏⽊海陸運送株式会社に伺いました。 


